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阪急阪神不動産株式会社は、ベトナムのホーチミン市において、住宅分譲事業 『Norton Park（以下、

本プロジェクト）』 に参画し、マレーシア最大手のインフラ開発会社である Gamuda Berhad社のベトナム

子会社と共同で、推進していくことになりましたので、お知らせします。なお、同社との共同事業は初め

てとなります。 

本プロジェクトは、人口約１,３００万人を擁するホーチミン市の中心部から北へ約１７㎞に位置し、

大規模商業施設「イオンモール ビンズンキャナリー」が隣接しているほか、周辺には病院や学校なども

ある生活環境の整った住宅エリアです。また、交通アクセスも良好で、国道１３号線沿いという利便性

を活かし、車でホーチミン中心部まで約４５分で到達可能であることから、都心へ通う人々のベッドタウン

としての人気が高く、人口も安定的に増加しており、今後さらなる住宅需要が見込まれる有望なエリアでも

あります。こうした優れた立地条件に加えて、本物件内には居住者のためのプールやジム、コワーキング

スペースなど、心身の健康や交流、そしてワークライフバランスを支えるウェルビーイングな共用施設

を備えている点も大きな魅力です。 

阪急阪神不動産では、高い経済成長と都市インフラの進展により、今後も堅実な住宅需要が見込まれる

ベトナムを海外事業の重要拠点の一つとして捉え、引き続き住宅分譲事業を積極的に展開してまいります。 

本プロジェクトの詳細は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ベトナム・ホーチミン市において 

住宅分譲事業 『Norton
ノートン

 Park
パーク

』 に参画します 
 

Gamuda グループとの共同事業により 

ホーチミン市北部で総戸数 1,256 戸の大規模分譲マンションプロジェクトを推進します 
 

【Gamuda グループについて】 

本社を置くマレーシアを拠点に、オーストラリア・イギリスなどでも不動産開発を展開。世界各国で

10 万戸を超える住宅を供給しています。同社は 2007 年にベトナムに進出し、これまで８つの住宅開

発を手掛けるなど、豊富な実績を有しています。加えて、同社は、デザインや品質管理に注力しており、

ベトナムにおいても高いブランド力を確立している企業グループです。 

『Norton Park』の完成イメージパース 



◆住宅分譲事業『Norton Park』について 
 

 

 

 

 

 

 
 

◆位置図 【ベトナム・ホーチミン周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆海外における住宅分譲事業の参画実績について 

当社は現在、ASEAN諸国を中心に海外不動産事業を強化しています。今回のプロジェクトへの参画により、

総計７３プロジェクト（約７７,２５０戸）になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

以 上 

 

 

用 途 分譲マンション・ショップユニット（商業区画） 

建 設 地 ベトナム社会主義共和国ホーチミン市トゥアンザオ坊 

敷地面積 約 78,600 ㎡ 

延床面積 約 131,297 ㎡（予定） 【6棟合計】 

総 戸 数 1,286 戸（マンション 1,256戸、ショップユニット 30 戸） 【6 棟合計】 

引渡時期 2029 年（予定） 

プロジェクト名称 

フローラ アンダオ 

フジレジデンス 

フローラ キキョウ 

ミズキパーク 

アカリシティ 

イズミシティ 

ノートンパーク 

進出国 プロジェクト数 参画戸数/区画数 

タイ 41プロジェクト 約 33,400戸 

ベトナム 8プロジェクト 約 24,700戸 

フィリピン 11プロジェクト 約 7,860戸 

インドネシア 7プロジェクト 約 7,540戸 

マレーシア 1プロジェクト 約 850戸 

オーストラリア 2プロジェクト 約 2,630戸 

カナダ 1プロジェクト 約 140戸 

アメリカ 2プロジェクト 約 130戸 

合計 73プロジェクト 約 77,250戸 

●は当社の住宅分譲プロジェクトを示す。 

※着色部が今回参画するプロジェクト 

＠OpenStreetMap（一部加工） 


